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中
国
古
代
の
詩
文
に
叙
景
表
現
が
乏
し
い
こ
と
は
夙
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
山
水
の
描
写
が
皆
無
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。『
詩
経
』
に
お
け
る
山

水
観
に
つ
い
て
は
既
に
王
国
瓔
『
中
国
山
水
詩
研
究
』
が
、『
詩
経
』
に
描
か
れ
る
山
水
と
そ
の
表
現
法
を
多
方
面
か
ら
分
析
し
、「『
詩
経
』
の
時
代
は
山
水

詩
の
成
熟
し
た
時
期
か
ら
ま
だ
ま
だ
遠
い
と
は
い
え
、『
詩
経
』
に
反
映
し
て
い
る
山
水
観
、
及
び
詩
人
の
山
水
の
景
物
に
対
す
る
描
き
方
か
ら
、
後
世
の
山

水
詩
と
の
間
に
そ
の
淵
源
と
し
て
の
関
係
を
あ
る
程
度
見
出
す
こ
と
は
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
。」1
と
言
う
。
小
尾
郊
一
『
中
国
文
学
に
お
け
る
自
然
と
自

然
観
』
で
も
『
詩
経
』
に
描
か
れ
た
山
水
自
然
の
描
写
を
分
析
し
、
お
お
む
ね
比
興
的
な
用
い
方
を
さ
れ
て
い
て
、
山
水
そ
の
も
の
を
め
で
る
意
識
は
な
い
と

結
論
づ
け
る
2
。
最
近
で
も
孫
旭
輝
「
自
然
審
美
經
驗
視
閾
下
的
山
水
内
質
分
析
」3
は
『
詩
経
』
の
山
や
河
川
の
描
写
を
詳
細
に
分
析
し
、
そ
れ
ら
を
原
始

的
自
然
神
崇
拝
に
表
れ
た
も
の
、
比
興
の
運
用
の
中
に
表
れ
て
情
感
表
現
の
背
景
と
な
っ
て
い
る
も
の
、
自
然
審
美
意
識
の
発
生
を
内
包
す
る
も
の
の
三
種
に

分
類
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
山
水
に
対
す
る
美
意
識
の
観
点
か
ら
の
分
析
で
あ
る
。
山
水
以
外
の
情
景
描
写
に
も
範
囲
を
広
げ
て
み
る
と
、
大
雅
の
開
国
叙
事
詩
の

中
に
は
神
話
故
事
の
情
景
を
事
細
か
に
描
く
も
の
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。
山
水
の
描
写
と
は
ま
た
別
の
観
点
か
ら
の
分
析
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

　

本
論
で
は
大
雅
開
国
叙
事
詩
の
情
景
描
写
の
分
析
を
通
し
て
、
そ
の
変
化
の
過
程
、
及
び
作
詩
の
目
的
の
違
い
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
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ま
ず
周
祖
后
稷
を
歌
う
詩
を
挙
げ
る
と
、
大
雅
「
生
民
」
と
周
頌
「
思
文
」
が
あ
る
。「
生
民
」
か
ら
見
て
み
よ
う
。

厥
初
生
民
、
時
維
姜
嫄
。
生
民
如
何
、
克
禋
克
祀
、
以
弗
無
子
。
履
帝
武
敏
歆
、
攸
介
攸
止
。
載
震
載
夙
、
載
生
載
育
、
時
維
后
稷
。

初
め
の
民
を
生
み
た
ま
い
し
は
、
こ
れ
ぞ
姜
嫄
。
民
を
生
み
し
は
い
か
に
ぞ
、
犠
牲
を
焼
い
て
よ
く
祭
り
し
て
、
子
を
授
か
ら
ぬ
事
の
な
き
よ
う
祈
っ
た
。

か
く
て
上
帝
の
足
跡
を
踏
め
ば
、大
い
な
る
幸
い
が
そ
の
身
に
止
ま
る
。
胎
動
あ
り
て
身
を
引
き
締
め
、産
み
落
と
し
育
て
た
る
は
、こ
れ
ぞ
后
稷
。（
一
章
）

誕
彌
厥
月
、
先
生
如
達
。
不
拆
不
副
、
無
菑
無
害
。
以
赫
厥
靈
、
上
帝
不
寧
。
不
康
禋
祀
、
居
然
生
子
。

十
月
十
日
を
過
ぎ
て
、
ま
ず
生
ま
れ
し
は
子
羊
の
よ
う
。
胞え

な衣
も
破
れ
ぬ
ま
ま
に
し
て
、
傷
も
な
く
害
も
な
し
。
そ
の
霊
妙
の
明
ら
か
に
な
り
し
に
、
上

帝
の
心
安
か
ら
ず
、
祭
り
に
も
満
足
せ
ぬ
故
に
、
何
と
斯
様
な
子
を
産
ま
せ
た
り
。（
二
章
）　

誕
寘
之
隘
巷
、
牛
羊
腓
字
之
。
誕
寘
之
平
林
、
會
伐
平
林
。
誕
寘
之
寒
冰
、
鳥
覆
翼
之
。
鳥
乃
去
矣
、
后
稷
呱
矣
。
實
覃
實
訏
、
厥
聲
載
路
。

さ
て
こ
の
子
を
路
地
裏
に
置
け
ば
、
牛
や
羊
が
庇
い
育
て
る
。
こ
の
子
を
平
ら
な
林
に
置
け
ば
、
木
こ
り
に
出
会
っ
て
助
け
ら
れ
る
。
こ
の
子
を
冷
た
い

氷
の
上
に
置
け
ば
、鳥
が
翼
で
覆
い
暖
め
る
。
鳥
が
よ
う
や
く
去
れ
ば
、后
稷
は
呱
々
の
声
を
上
げ
る
。
ま
こ
と
に
伸
び
や
か
に
大
き
な
、そ
の
声
は
道
じ
ゅ

う
に
響
き
渡
る
。（
三
章
）

誕
實
匍
匐
、
克
岐
克
嶷
。
以
就
口
食
、
蓺
之
荏
菽
。
荏
菽
旆
旆
、
禾
役
穟
穟
。
麻
麥
幪
幪
、
瓜
瓞
唪
唪
。　

さ
て
這
い
回
っ
て
い
る
頃
よ
り
、
よ
く
智
慧
の
優
れ
た
子
。
食
を
求
め
に
行
き
、
エ
ゴ
マ
や
大
豆
を
植
え
た
。
エ
ゴ
マ
や
大
豆
は
高
く
伸
び
、
ア
ワ
の
穂

並
み
は
頭
を
垂
れ
る
。
麻
も
麦
も
よ
く
茂
り
、
瓜
の
実
は
た
く
さ
ん
実
っ
た
。（
四
章
）

誕
后
稷
之
穡
、
有
相
之
道
。
茀
厥
豐
草
、
種
之
黄
茂
。
實
方
實
苞
、
實
種
實
褎
。
實
發
實
秀
、
實
堅
實
好
。
實
穎
實
栗
、
即
有
邰
家
室
。

さ
て
后
稷
の
畑
仕
事
は
、
そ
れ
を
助
け
る
道
も
あ
っ
た
。
茂
っ
た
草
を
切
り
払
い
、
よ
い
穀
物
を
植
え
る
。
苗
は
そ
ろ
っ
て
よ
く
茂
り
、
選
ば
れ
た
種
は

よ
く
伸
び
る
。
花
は
開
き
穂
は
秀
で
、
実
は
堅
く
良
い
形
。
穂
先
は
び
っ
し
り
並
び
、
有
邰
の
采
邑
に
は
家
も
集
ま
る
。（
五
章
）
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誕
降
嘉
種
、
維
秬
維
秠
、
維
穈
維
芑
。
恆
之
秬
秠
、
是
穫
是
畝
。
恆
之
穈
芑
、
是
任
是
負
、
以
歸
肇
祀
。

天
の
下
さ
れ
た
良
い
種
は
、
黒
黍
に
実
の
多
い
黍
、
苗
の
赤
い
ア
ワ
に
白
い
ア
ワ
。
黒
黍
は
畑
い
っ
ぱ
い
に
、
刈
り
入
れ
て
畝
に
置
く
。
ア
ワ
も
畑
い
っ

ぱ
い
に
、
抱
え
た
り
背
負
っ
た
り
、
持
ち
帰
っ
て
祭
り
を
始
め
る
。（
六
章
）　

誕
我
祀
如
何
、
或
舂
或
揄
、
或
簸
或
蹂
。
釋
之
叟
叟
、
烝
之
浮
浮
。
載
謀
載
惟
、
取
蕭
祭
脂
、
取
羝
以
軷
。
載
燔
載
烈
、
以
興
嗣
歳
。

さ
て
我
が
祭
り
は
い
か
に
ぞ
、
臼
で
つ
く
者
も
取
り
出
す
者
も
、
箕
で
あ
お
る
者
も
足
で
踏
む
者
も
。
さ
ら
さ
ら
と
米
を
と
ぎ
、
ふ
わ
ふ
わ
と
蒸
す
湯
気

が
立
つ
。祭
り
の
次
第
を
考
え
つ
つ
、ヨ
モ
ギ
を
取
り
脂
を
祭
り
、雄
羊
を
取
り
道
祖
神
を
祭
る
。犠
牲
を
炙
る
火
を
激
し
く
し
、来
年
の
豊
作
を
祈
る
。（
七
章
）

卬
盛
于
豆
、
于
豆
于
登
。
其
香
始
升
、
上
帝
居
歆
。
胡
臭
亶
時
、
后
稷
肇
祀
、
庶
無
罪
悔
、
以
迄
于
今
。

わ
れ
肉
を
高た
か
つ
き坏
に
盛
る
、
木
の
高
坏
に
素
焼
き
の
高
坏
に
。
そ
の
香
り
の
立
ち
上
る
や
、
上
帝
は
居
な
が
ら
に
受
け
た
も
う
。
香
り
は
ま
こ
と
時
に
よ
ろ

し
く
、
后
稷
の
祭
り
を
始
め
し
よ
り
、
罪
と
が
無
き
を
こ
い
ね
が
い
、
も
っ
て
今
に
至
れ
る
な
り
。（
八
章
）

一
〜
三
章
で
誕
生
か
ら
農
業
創
始
ま
で
、
四
章
後
半
か
ら
六
章
ま
で
は
あ
ら
ゆ
る
農
作
物
が
豊
か
に
実
る
さ
ま
が
鋪
陳
表
現
で
描
か
れ
る
。
七
・
八
章
で
は
祭

祀
の
情
景
が
描
か
れ
る
。

　

一
方
「
思
文
」
は
、

思
文
后
稷
、
克
配
彼
天
、
立
我
烝
民
。
莫
匪
爾
極
、
貽
我
來
牟
、
帝
命
率
育
。
無
此
疆
爾
界
、
陳
常
于
時
夏
。

あ
あ
文
徳
あ
る
后
稷
は
、
よ
く
彼
の
天
に
配
さ
れ
、
わ
が
諸
々
の
民
を
養
う
。
德
の
極
み
に
あ
ら
ざ
る
無
く
、
大
麦
小
麦
を
贈
り
た
ま
い
、
上
帝
は
命
じ

て
遍
く
養
わ
せ
る
。
限
り
な
く
境
な
く
、
常
の
道
を
中
華
に
広
め
た
り
。

后
稷
の
農
業
創
始
を
た
た
え
る
が
、
具
体
的
な
事
蹟
や
情
景
に
つ
い
て
は
全
く
描
か
れ
な
い
。
し
か
し
「
生
民
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
情
景
描
写
が
周
頌
に
皆

無
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。
た
と
え
ば
農
事
の
情
景
を
描
く
作
品
は
、
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載
芟
載
柞
、
其
耕
澤
澤
。
千
耦
其
耘
、
徂
隰
徂
畛
。
侯
主
侯
伯
、
侯
亞
侯
旅
、
侯
彊
侯
以
、
有
嗿
其
饁
。
思
媚
其
婦
、
有
依
其
士
、
有
略
其
耜
、
俶
載
南

畝
。
播
厥
百
穀
。
實
函
斯
活
、
驛
驛
其
達
。
有
厭
其
傑
、
厭
厭
其
苗
、
綿
綿
其
麃
。
載
穫
濟
濟
、
有
實
其
積
、
萬
億
及
秭
。
爲
酒
爲
醴
、
烝
畀
祖
妣
、
以
洽

百
禮
。
有
飶
其
香
、
邦
家
之
光
、
有
椒
其
馨
、
胡
考
之
寧
。
匪
且
有
且
、
匪
今
斯
今
、
振
古
如
茲
。

草
を
刈
り
木
の
根
を
刈
り
、
耕
せ
ば
土
く
れ
が
さ
く
さ
く
砕
け
る
。
大
勢
並
ん
で
草
削
り
、
田
に
行
き
畔
に
行
く
。
戸
主
に
長
男
、
次
男
に
郎
党
、
強
い

者
も
弱
い
者
も
、
み
ん
な
揃
っ
て
饁
か
れ
い
いを
食
む
。
み
め
よ
き
女
も
、
た
く
ま
し
き
男
も
、
鋭
き
耜す
き

も
て
、
南
の
畝
か
ら
仕
事
の
始
め
。
そ
の
百
穀
を
播
け
ば
、

種
は
膨
ら
み
芽
は
萌
え
る
。
苗
は
次
々
伸
び
出
で
て
、
秀
で
た
苗
は
よ
く
育
つ
。
よ
く
育
っ
た
そ
の
苗
は
、
念
入
り
に
草
を
除
く
。
さ
て
刈
り
入
れ
は
み
な

総
出
、
山
と
積
ま
れ
た
作
物
は
、
万
よ
ろ
ず

十と
よ
ろ
ず万
は
た
百も
も
よ
ろ
ず万。
酒
を
作
り
醴
あ
ま
ざ
けを
作
り
、
祖
先
に
進
め
奉
り
、
諸
々
の
礼
が
備
わ
る
。
か
ぐ
わ
し
き
そ
の
香
り
に
、
国

家
の
輝
き
も
増
し
、
良
き
そ
の
香
り
に
、
長
寿
の
安
ら
か
な
ら
ん
こ
と
を
。
こ
の
場
所
の
み
の
こ
と
で
は
な
く
、
今
年
の
み
の
こ
と
で
も
な
く
、
古
え
よ
り

斯
く
の
如
き
な
り
。（「
載
芟
」）

前
半
で
藉
田
の
耕
作
の
様
子
や
田
畑
の
苗
が
よ
く
育
っ
た
様
子
が
細
や
か
に
描
か
れ
、
後
半
で
は
祭
祀
の
情
景
が
描
か
れ
る
。

畟
畟
良
耜
、
俶
載
南
畝
。
播
厥
百
穀
、
實
函
斯
活
。
或
來
瞻
女
、
載
筐
及
筥
。
其
饟
伊
黍
、
其
笠
伊
糾
、
其
鎛
斯
趙
、
以
薅
荼
蓼
。
荼
蓼
朽
止
、
黍
稷
茂

止
。
穫
之
挃
挃
、
積
之
栗
栗
、
其
崇
如
墉
、
其
比
如
櫛
。
以
開
百
室
、
百
室
盈
止
、
婦
子
寧
止
。
殺
時
犉
牡
、
有
捄
其
角
。
以
似
以
續
、
續
古
之
人
。

サ
ッ
サ
ッ
と
良
い
耜
で
、南
の
畝
か
ら
仕
事
の
始
め
。
そ
の
百
穀
を
播
け
ば
、種
は
膨
ら
み
芽
は
萌
え
る
。
時
に
来
た
る
女
を
見
れ
ば
、手
に
は
籠
を
持
つ
。

持
ち
来
た
る
食
事
は
黍
の
飯
、着
け
た
る
笠
は
軽
や
か
に
、そ
の
鍬
を
地
面
に
突
い
て
、雑
草
を
ば
取
り
除
く
。
雑
草
は
朽
ち
枯
れ
て
、黍
や
稷
く
ろ
き
びは
生
い
茂
る
。

ザ
ク
ザ
ク
と
刈
り
取
り
、
ど
ん
ど
ん
積
め
ば
、
そ
の
高
き
こ
と
城
壁
の
よ
う
、
そ
の
並
ぶ
こ
と
櫛
の
よ
う
。
さ
て
も
多
く
の
部
屋
を
開
け
れ
ば
、
部
屋
は
み

な
満
ち
あ
ふ
れ
、女
子
供
も
安
心
す
る
。
こ
の
口
黒
の
、曲
が
れ
る
角
持
つ
牛
を
犠
牲
に
捧
げ
る
。
か
く
て
子
孫
は
続
き
、先
祖
に
続
か
ん
こ
と
を
。（「
良
耜
」）

種
蒔
き
か
ら
収
穫
ま
で
の
一
連
の
情
景
が
描
か
れ
る
。
ま
た
収
穫
を
報
告
す
る
祭
祀
そ
の
も
の
の
風
景
が
描
か
れ
る
作
品
も
あ
り
、
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五

猗
與
漆
沮
、
潛
有
多
魚
。
有
鱣
有
鮪
、
鰷
鱨
鰋
鯉
。
以
享
以
祀
、
以
介
景
福
。

あ
あ
漆
と
沮
の
川
よ
、
潜
に
多
く
の
魚
あ
り
。
鱣て
ん

も
い
れ
ば
鮪い

も
あ
り
、
鰷は
や

・
鱨ぎ
ぎ

・
鰋な
ま
ず・
鯉
あ
り
。
進
め
て
祭
り
、
大
い
な
る
福
を
求
め
ん
。（「
潜
」）

漆
沮
の
魚
の
豊
か
さ
を
「
有
鱣
有
鮪
．
鰷
鱨
鰋
鯉
」
と
い
う
鋪
陳
で
描
き
、「
景お

お

い
な
る
福
」
を
祈
る
。

豐
年
多
黍
多
稌
、
亦
有
高
廩
、
萬
億
及
秭
。
爲
酒
爲
醴
、
烝
畀
祖
妣
、
以
洽
百
禮
、
降
福
孔
皆
。

豊
年
に
は
黍
も
稲
も
多
く
、
高
い
廩く
ら

も
あ
り
、
万
よ
ろ
ず

十と
よ
ろ
ず万
は
た
百も
も
よ
ろ
ず万。
酒
を
作
り
醴
あ
ま
ざ
けを
作
り
、
祖
先
に
進
め
奉
り
、
諸
々
の
礼
が
備
わ
れ
ば
、
下
さ
れ
る
福

も
大
い
に
遍あ
ま
ねか
ら
ん
。（「
豊
年
」）

こ
れ
も
「
多
黍
多
稌
」「
爲
酒
爲
醴
」
と
い
っ
た
列
挙
表
現
を
用
い
て
豊
年
を
感
謝
す
る
祭
祀
の
模
様
を
描
く
が
、
三
句
め
か
ら
六
句
め
ま
で
は
「
載
芟
」
と

同
じ
句
で
あ
る
。
祭
祀
の
様
子
を
表
現
す
る
定
型
句
と
し
て
定
着
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
か
く
の
如
く
「
生
民
」
に
み
ら
れ
る
豊
か
な
情
景
描
写
の
萌
芽
は

周
頌
に
も
既
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、こ
の
よ
う
な
描
写
の
有
無
を
も
っ
て
直
ち
に
詩
の
新
古
を
決
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
白
川
静
も
周
頌
は
本
来「
廟

歌
と
し
て
の
性
質
上
、
華
を
去
っ
て
朴
を
求
め
、
そ
の
祭
祀
儀
容
に
対
応
さ
せ
よ
う
と
い
う
制
作
意
識
の
上
か
ら
、
要
求
さ
れ
た
も
の
に
外
な
ら
な
い
。」
の

で
あ
っ
て
、
周
頌
の
様
式
は
「
必
ず
し
も
詩
の
新
古
や
表
現
様
式
の
素
朴
性
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
」
い
と
言
う  ４
。

　

そ
う
で
あ
れ
ば
、「
思
文
」と「
生
民
」に
表
現
様
式
の
違
い
が
生
じ
た
要
因
は
、そ
れ
ら
が
歌
わ
れ
た
場
面
や
歌
う
人
々
の
違
い
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
思
文
」
が
廟
歌
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
で
あ
る
が
、
で
は
「
生
民
」
は
い
か
な
る
場
面
で
歌
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
他
の
開
国
叙
事
詩
を
検
討
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
手
が
か
り
を
探
る
こ
と
に
し
よ
う
。
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六

二

　

次
に
豳
に
根
拠
地
を
定
め
た
公
劉
と
、
岐
山
に
根
拠
地
を
定
め
た
古
公
を
う
た
う
詩
を
見
て
み
よ
う
。
大
雅
「
公
劉
」
で
は
公
劉
が
新
都
を
造
営
す
る
ま
で

の
一
連
の
行
動
が
描
か
れ
る
。

篤
公
劉
、
匪
居
匪
康
。
迺
場
迺
疆
、
迺
積
迺
倉
、
迺
裹
餱
糧
、
于
橐
于
囊
。
思
輯
用
光
、
弓
矢
斯
張
、
干
戈
戚
揚
、
爰
方
啓
行
。

情
け
深
い
公
劉
は
、
住
ま
う
に
安
ら
か
で
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
畔
を
区
切
っ
て
田
畑
を
限
り
、
穀
物
を
積
み
上
げ
倉
に
蓄
え
、
餱か
れ
い
い糧
を
詰
め
込
む
は
、
背

負
い
袋
に
頭
陀
袋
。
人
々
は
睦
ま
じ
く
も
威
勢
良
く
、
弓
矢
を
ば
引
き
絞
り
、
干た
て

・
戈ほ
こ

・
戚お
の

・
揚
ま
さ
か
りも
て
、
こ
こ
に
旅
を
始
め
た
り
。（
一
章
）

篤
公
劉
、
于
胥
斯
原
。
既
庶
既
繁
、
既
順
迺
宣
、
而
無
永
歎
。
陟
則
在
巘
、
復
降
在
原
。
何
以
舟
之
、
維
玉
及
瑤
、
鞞
琫
容
刀
。

情
け
深
い
公
劉
は
、
こ
の
原
野
を
眺
め
や
っ
た
。
物
は
豊
か
で
草
木
が
茂
り
、
こ
の
地
に
あ
ま
ね
く
落
ち
着
け
ば
、
不
満
に
思
う
者
は
な
い
。
登
っ
て
は

小
高
い
山
に
立
ち
、
降
り
て
は
原
野
を
見
回
る
。
公
劉
の
身
に
帯
ぶ
る
は
何
ぞ
、
そ
れ
は
お
び
玉
に
瑤
の
た
ま
、
鞘
飾
り
に
腰
の
刀
。（
三
章
）

篤
公
劉
、
逝
彼
百
泉
、
瞻
彼
溥
原
。
迺
陟
南
岡
、
乃
覯
于
京
。
京
師
之
野
、
于
時
處
處
、
于
時
廬
旅
。
于
時
言
言
、
于
時
語
語
。

情
け
深
い
公
劉
は
、
多
く
の
湧
き
出
る
泉
に
行
き
、
広
い
平
原
を
眺
め
た
。
南
の
丘
に
登
り
、
都
の
あ
た
り
を
見
渡
し
た
。
都
を
置
く
野
よ
、
そ
こ
で
皆

は
と
ど
ま
り
、
そ
こ
で
人
々
を
宿
ら
せ
た
。
そ
こ
で
皆
は
さ
ざ
め
き
合
い
、
そ
こ
で
皆
は
語
り
合
っ
た
。（
四
章
）

篤
公
劉
、
于
京
斯
依
。
蹌
蹌
濟
濟
、
俾
筵
俾
几
、
既
登
乃
依
。
乃
造
其
曹
、
執
豕
于
牢
。
酌
之
用
匏
、
食
之
飲
之
、
君
之
宗
之
。

情
け
深
い
公
劉
は
、
こ
の
都
に
身
を
寄
せ
た
。
人
々
は
揃
っ
て
居
並
び
、
む
し
ろ
を
敷
き
腰
掛
け
を
並
べ
、
席
に
着
い
て
よ
り
か
か
る
。
そ
こ
で
下
僚
を

遣
わ
し
て
、
豕
を
檻
か
ら
引
き
来
た
る
。
ふ
く
べ
の
杯
も
て
酒
を
酌
み
、
皆
に
酒
食
を
振
舞
い
、
君
と
な
り
宗
主
と
な
っ
た
。（
五
章
）　

篤
公
劉
、
既
溥
既
長
。
既
景
迺
岡
、
相
其
陰
陽
、
觀
其
流
泉
。
其
軍
三
單
、
度
其
隰
原
、
徹
田
爲
糧
。
度
其
夕
陽
、
豳
居
允
荒
。

情
け
深
い
公
劉
の
、
開
い
た
土
地
は
長
く
広
い
。
丘
に
登
っ
て
都
の
方
位
を
正
し
、
山
の
南
北
の
寒
暖
を
調
べ
、
水
源
の
様
子
を
観
察
し
た
。
そ
の
軍
は

三
個
部
隊
、
沼
地
や
原
を
測
量
さ
せ
、
田
畑
を
治
め
て
食
糧
を
作
る
。
山
の
西
側
を
測
量
す
れ
ば
、
豳
の
地
は
ま
こ
と
に
広
大
な
り
。（
六
章
）
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七

篤
公
劉
、
于
豳
斯
館
。
涉
渭
爲
亂
、
取
厲
取
鍛
。
止
基
迺
理
、
爰
衆
爰
有
。
夾
其
皇
澗
、
溯
其
過
澗
。
止
旅
乃
密
、
芮
鞫
之
即
。

情
け
深
い
公
劉
は
、
豳
に
て
宮
室
を
建
て
た
。
渭
水
の
中
流
を
横
切
り
渡
り
、
砥
石
や
鎚
石
を
切
り
出
し
た
。
基
礎
を
定
め
整
え
れ
ば
、
多
く
の
者
が
造

営
に
携
わ
る
。
か
の
皇
澗
を
挟
み
、
か
の
過
澗
を
遡
る
と
こ
ろ
。
諸
々
が
び
っ
し
り
と
住
ま
い
を
構
え
、
川
の
澳く
ま

に
ま
で
迫
る
ほ
ど
。

一
章
で
出
発
の
準
備
を
整
え
る
情
景
、
二
〜
四
章
で
新
た
な
土
地
を
高
所
か
ら
眺
め
た
風
景
と
、
そ
こ
を
新
都
と
定
め
て
人
々
が
や
わ
ら
ぐ
情
景
、
五
章
で
宴

会
の
情
景
、
六
章
で
新
都
の
周
囲
を
調
査
す
る
様
子
、
七
章
で
新
都
を
造
営
し
て
人
々
が
住
み
着
き
発
展
す
る
情
景
が
描
か
れ
る
。
し
か
し
二
章
に
描
か
れ
る

風
景
の
描
写
は
あ
ま
り
細
か
く
は
な
く
、後
半
で
は
む
し
ろ
公
劉
の
出
で
立
ち
の
方
を
詳
細
に
描
い
て
い
る
。
三
章
で
も
「
溥
原
」
を
見
た
と
い
う
だ
け
で
あ
っ

て
、
具
体
的
に
何
が
あ
る
の
か
は
記
さ
れ
ず
、
後
半
で
は
人
々
が
そ
こ
に
宿
っ
て
笑
い
さ
ざ
め
く
さ
ま
の
方
を
い
き
い
き
と
描
い
て
い
る
。
こ
の
詩
は
全
体
に

新
都
の
風
景
よ
り
も
、
そ
れ
を
造
営
す
る
人
々
の
行
動
や
様
子
を
描
く
こ
と
の
方
に
重
点
が
あ
る
と
い
え
る
。

　
「
緜
」
に
な
る
と
三
章
で
古
公
が
都
を
定
め
た
地
の
風
景
が
、
四
〜
七
章
で
城
門
を
造
営
し
て
完
成
す
る
ま
で
の
情
景
が
描
か
れ
る
。

周
原
膴
膴
、
堇
荼
如
飴
。
爰
始
爰
謀
、
爰
契
我
龜
。
曰
止
曰
時
、
築
室
于
茲
。

周
原
は
肥
沃
で
、
堇

た
が
ら
しや
荼の
げ
しは
飴
の
よ
う
。
さ
て
も
謀
を
始
め
る
に
、
亀
に
刻
ん
で
占
え
ば
、
こ
こ
に
止
ま
る
に
よ
い
時
な
り
、
こ
こ
に
宮
室
を
築
く
べ
し

と
。（
三
章
）

迺
慰
迺
止
、
迺
左
迺
右
。
迺
疆
迺
理
、
迺
宣
迺
畝
。
自
西
徂
東
、
周
爰
執
事
。

か
く
て
住
み
着
き
落
ち
着
か
ん
と
、
左
に
右
に
立
ち
働
く
。
畔
を
区
切
っ
て
田
畑
を
限
り
、
溝
を
通
し
て
畝
を
作
る
。
西
か
ら
東
へ
と
向
か
い
、
遍
く
作

業
に
励
ん
だ
。（
四
章
）

乃
召
司
空
、
乃
召
司
徒
、
俾
立
室
家
。
其
繩
則
直
、
縮
版
以
載
、
作
廟
翼
翼
。

か
く
て
司
空
を
召
し
、司
徒
も
召
し
て
、宮
室
を
建
て
さ
せ
た
。
そ
の
墨
縄
は
ま
っ
す
ぐ
に
、板
を
縛
っ
て
土
を
載
せ
、作
れ
る
廟
は
形
も
み
ご
と
。（
五
章
）

捄
之
陾
陾
、
度
之
薨
薨
。
築
之
登
登
、
削
屢
馮
馮
。
百
堵
皆
興
、
鼛
鼓
弗
勝
。
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土
を
盛
っ
て
は
次
か
ら
次
と
、
版
築
に
盛
る
こ
と
ど
っ
さ
り
と
。
杵
で
と
ん
と
ん
突
き
固
め
、
削
っ
て
ぱ
ん
ぱ
ん
と
整
え
る
。
百
丈
の
牆
が
す
べ
て
立
ち
、

太
鼓
の
音
も
鳴
り
止
ま
ぬ
。（
六
章
）

迺
立
皋
門
、
皋
門
有
伉
。
迺
立
應
門
、
應
門
將
將
。
迺
立
冢
土
、
戎
醜
攸
行
。

か
く
て
外
門
が
立
て
ば
、外
門
は
高
く
そ
び
え
る
。
正
門
が
立
て
ば
、正
門
は
い
か
め
し
き
構
え
。
土
塁
を
築
く
の
は
、戎
ど
も
の
行
く
と
こ
ろ
。（
七
章
）

三
章
で
は
都
を
定
め
た
「
周
原
」
を
「
膴
膴
」「
堇
荼
如
飴
」
と
形
容
し
、
五
・
六
章
で
は
家
屋
や
城
門
を
建
築
す
る
様
子
を
具
体
的
に
描
写
し
、
七
章
で
は
完

成
し
た
城
門
の
様
子
を
「
有
伉
」「
將
將
」
と
形
容
し
て
い
る
。
岐
山
の
都
そ
の
も
の
の
立
派
さ
を
描
く
こ
と
に
も
、
古
公
た
ち
の
行
動
を
描
く
の
と
同
じ
く

ら
い
重
点
を
置
い
て
い
る
と
い
え
る
。

　

と
こ
ろ
で
公
劉
は
『
詩
経
』
で
は
「
公
劉
」
以
外
に
そ
の
名
を
見
な
い
が
、「
公
劉
」
一
章
の
「
于
橐
于
囊
、思
輯
用
光
。
弓
矢
斯
張
、干
戈
戚
揚
。」
は
、周
頌
「
時

邁
」
に
も
「
載
戢
干
戈
、
載
櫜
弓
矢
」
と
い
う
、
形
が
類
似
し
て
意
味
が
逆
に
な
る
表
現
が
あ
る
。
い
ま
「
時
邁
」
の
全
文
を
示
す
と
、

時
邁
其
邦
、
昊
天
其
子
之
、
實
右
序
有
周
。
薄
言
震
之
、
莫
不
震
疊
。
懷
柔
百
神
、
及
河
喬
嶽
。
允
王
維
后
、
明
昭
有
周
。
式
序
在
位
、
載
戢
干
戈
、
載

櫜
弓
矢
、
我
求
懿
德
、
肆
于
時
夏
、
允
王
保
之
。

こ
こ
に
諸
国
を
巡
狩
す
れ
ば
、
昊お
お

い
な
る
天
も
子
と
い
つ
く
し
み
、
ま
こ
と
に
周
を
た
す
け
秩
序
を
保
た
せ
賜
う
。
さ
て
も
そ
の
威
を
轟
か
せ
れ
ば
、
震

え
懼
れ
ぬ
国
は
な
し
。
諸
々
の
神
を
も
懐
け
、
さ
ら
に
は
河
伯
に
岱
宗
も
。
ま
こ
と
に
王
こ
そ
天
下
の
君
主
、
輝
か
し
き
わ
が
周
よ
。
序
列
を
守
っ
て
位
に

在
り
、
さ
て
も
干
戈
を
集
め
、
弓
矢
を
袋
に
収
め
、
わ
れ
は
う
る
わ
し
き
徳
を
求
め
、
こ
の
中
華
に
遍
く
せ
ん
、
ま
こ
と
に
王
こ
そ
天
命
を
保
た
ん
。

こ
の
詩
は
押
韻
が
明
ら
か
で
は
な
く
、
周
詩
の
最
も
古
い
形
の
も
の
で
あ
ろ
う
。『
春
秋
左
氏
伝
』
宣
公
十
二
年
は
こ
の
詩
を
武
王
克
殷
を
た
た
え
る
詩
と
し

て
引
く
が
、
詩
序
は
「
巡
守
告
祭
柴
望
也
（
巡
守
し
て
告
祭
柴
望
す
る
な
り
）」
と
言
い
、
巡
狩
し
て
高
山
大
川
を
望
む
祭
祀
を
行
う
際
の
詩
と
す
る
。「
懷
柔

百
神
．
及
河
喬
嶽
」
と
い
う
句
が
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
詩
序
に
い
う
よ
う
な
王
の
巡
狩
を
う
た
っ
た
歌
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
諸
侯
の
武
器
を
収

－ 340 － － 341 －



『
詩
経
』
に
お
け
る
情
景
描
写
の
変
遷

九

め
さ
せ
る
こ
と
を
言
う
「
載
戢
干
戈
．
載
櫜
弓
矢
」
を
、「
公
劉
」
で
は
逆
に
新
都
建
設
の
た
め
に
武
器
を
持
っ
て
出
発
す
る
表
現
に
転
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
古
公
亶
父
（
大
王
）
は
、
周
頌
「
天
作
」
で
文
王
と
と
も
に
た
た
え
ら
れ
て
い
る
。

天
作
高
山
、
大
王
荒
之
。
彼
作
矣
、
文
王
康
之
。
彼
徂
矣
、
岐
有
夷
之
行
、
子
孫
保
之
。

天
は
高
山
を
作
り
、
大
王
（
古
公
）
は
こ
れ
を
治
め
た
ま
う
。
大
王
の
既
に
治
め
た
ま
え
ば
、
文
王
が
こ
れ
を
安
ん
じ
た
ま
う
。
大
王
の
行
き
た
ま
え
ば
、

岐
山
に
平
ら
か
な
る
道
あ
り
、
子
々
孫
々
こ
れ
を
保
て
。

こ
こ
で
の
高
山
は
岐
山
を
指
す
が
、
極
め
て
簡
略
な
描
写
で
あ
る
。
山
を
安
ん
じ
整
え
た
と
い
う
表
現
は
二
雅
に
も
見
ら
れ
る
が
、
二
雅
で
は
禹
の
功
績
と
し

て
歌
わ
れ
る
。
小
雅
「
信
南
山
」
一
章
で
は

信
彼
南
山
、
維
禹
甸
之
。
畇
畇
原
隰
、
曾
孫
田
之
。
我
疆
我
理
、
南
東
其
畝
。

長
く
伸
び
る
南
山
は
、
禹
の
治
め
し
と
こ
ろ
。
平
ら
か
な
原
と
沼
地
は
、
曾
孫
の
耕
せ
し
も
の
。
田
畑
を
限
り
畔
道
を
通
し
、
南
に
東
に
畝
を
通
す
。

と
、
農
業
祭
祀
を
導
く
表
現
で
あ
り
、
大
雅
「
文
王
有
声
」
五
章
で
は
武
王
が
造
営
し
た
鎬
京
に
注
ぐ
豊
水
を
「
維
禹
之
績
」
と
し
て
た
た
え
て
い
る
。
ま
た

大
雅
「
韓
奕
」
一
章
で
は

奕
奕
梁
山
、
維
禹
甸
之
。
有
倬
其
道
、
韓
侯
受
命
。

大
い
な
る
梁
山
は
、
禹
の
治
め
し
と
こ
ろ
。
輝
か
し
き
そ
の
道
徳
で
、
韓
侯
は
天
命
を
受
け
た
も
う
た
。

と
云
い
、
梁
山
を
韓
侯
の
受
命
を
導
く
た
め
に
用
い
て
い
る
。
大
雅
「
崧
高
」
一
章
で
は
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崧
高
維
嶽
、
駿
極
于
天
。
維
嶽
降
神
、
生
甫
及
申
。

大
い
に
高
き
か
の
四
岳
、
大
い
さ
天
を
も
極
め
ん
ば
か
り
。
さ
て
も
四
岳
に
神
降
り
た
ま
い
、
仲
山
甫
と
申
伯
を
生
み
た
も
う
た
。

と
言
い
、
嶽
を
神
の
降
る
山
と
し
て
、
仲
山
甫
と
申
伯
の
出
生
を
導
く
の
に
用
い
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
か
ら
推
せ
ば
禹
は
山
を
安
ん
じ
整
え
た
神
的
存
在
で
あ

り  ５
、「
天
作
」
は
こ
れ
を
大
王
と
文
王
に
置
き
換
え
て
彼
ら
の
神
格
化
を
図
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
魯
頌
「
閟
宮
」
六
章
は

泰
山
巖
巖
、
魯
邦
所
詹
。
奄
有
龜
蒙
、
遂
荒
大
東
。
至
于
海
邦
、
淮
夷
來
同
。
莫
不
率
從
、
魯
侯
之
功
。

泰
山
は
そ
そ
り
立
ち
、魯
の
国
中
が
仰
ぎ
見
る
。
亀
と
蒙
の
山
を
領
有
し
、遠
く
東
の
果
て
ま
で
極
め
た
。
海
沿
い
の
国
ま
で
来
て
み
れ
ば
、淮
夷
も
や
っ

て
き
て
臣
属
を
誓
い
、
服
従
し
な
い
者
は
な
い
。
こ
れ
ぞ
魯
侯
の
お
ん
手
柄
。

と
云
い
、
泰
山
や
亀
蒙
の
よ
う
な
名
山
の
名
を
挙
げ
て
魯
国
を
た
た
え
る
。
こ
の
詩
は
い
く
つ
も
の
名
山
の
名
を
連
ね
、
国
土
の
広
が
り
を
表
現
す
る
最
初
の

も
の
で
あ
る  ６
。
大
雅
で
の
固
有
名
詞
の
山
は
宗
教
的
聖
地
の
名
残
が
見
ら
れ
る
の
に
対
し
、「
閟
宮
」
の
山
名
は
宗
教
的
な
雰
囲
気
は
稀
薄
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
山
名
を
挙
げ
る
だ
け
で
、
山
そ
の
も
の
の
風
景
を
つ
ぶ
さ
に
描
く
も
の
で
は
な
い
。
祭
祀
儀
礼
の
場
で
は
、
山
名
を
挙
げ
さ
え
す
れ
ば
、

そ
れ
以
上
の
説
明
が
な
く
て
も
宗
教
的
な
雰
囲
気
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
「
緜
」
で
は
「
天
作
」
の
よ
う
に
岐
山
を
神
的
な
も

の
と
し
て
描
く
表
現
は
な
く
、
岐
山
の
麓
の
根
拠
地
の
風
景
を
描
く
方
に
重
点
が
あ
り
、
一
章
で
古
公
が
新
都
造
営
に
出
発
す
る
ま
で
の
経
緯
を
歌
う
表
現
も
、

説
明
的
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
先
に
見
た
「
生
民
」
も
全
体
と
し
て
説
明
的
な
表
現
で
あ
り
、
宗
教
的
な
雰
囲
気
を
共
有
す
る
と
い
う
よ
り
、
故
事
を
語
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。「
公
劉
」
も
こ
の
二
首
ほ
ど
説
明
的
な
表
現
で
は
な
い
も
の
の
、
や
は
り
公
劉
の
故
事
を
語
る
こ
と
が
目
的
と
見

ら
れ
、
こ
の
よ
う
な
詩
で
は
情
景
の
描
写
が
豊
か
に
な
る
傾
向
が
あ
る
と
い
え
る
。
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三

　

次
に
文
王
と
武
王
を
歌
う
詩
を
見
る
と
、
大
雅
で
文
王
を
た
た
え
る
歌
は
全
体
に
情
景
描
写
が
少
な
い
傾
向
が
あ
る
。
た
と
え
ば｢

文
王｣

は
全
体
が
祝
頌

の
言
葉
で
占
め
ら
れ
て
お
り
、
文
王
と
武
王
を
た
た
え
る｢

文
王
有
声
」
も

文
王
有
聲
、
遹
駿
有
聲
。
遹
求
厥
寧
、
遹
觀
厥
成
。
文
王
烝
哉
。

文
王
は
名
声
高
く
、
い
よ
い
よ
名
声
は
高
ま
っ
た
。
安
ら
か
な
ら
ん
こ
と
を
求
め
、
天
下
の
平
ら
か
な
る
を
見
た
。
す
ば
ら
し
き
文
王
よ
。（
一
章
）　

文
王
受
命
、
有
此
武
功
。
既
伐
于
崇
、
作
邑
于
豐
。
文
王
烝
哉
。

文
王
は
天
命
を
受
け
、
こ
の
武
功
を
立
て
た
。
崇
を
伐
っ
て
か
ら
、
豊
邑
を
造
営
し
た
。
す
ば
ら
し
き
文
王
よ
。（
二
章
）　

築
城
伊
淢
、
作
豐
伊
匹
。
匪
棘
其
欲
、
遹
追
來
孝
。
王
后
烝
哉
。

城
壁
を
築
き
堀
を
巡
ら
せ
ば
、豊
の
都
に
ふ
さ
わ
し
い
。
私
欲
の
た
め
に
手
柄
を
急
が
ず
、祖
先
の
遺
志
を
継
ぎ
し
も
の
。
す
ば
ら
し
き
君
王
よ
。（
三
章
）

王
公
伊
濯
、
維
豐
之
垣
。
四
方
攸
同
、
王
后
維
翰
。
王
后
烝
哉
。

王
の
手
柄
は
輝
か
し
、
こ
れ
ぞ
豊
邑
を
め
ぐ
る
垣
。
四
方
の
諸
侯
も
集
ま
っ
て
、
君
王
は
柱
の
よ
う
。
す
ば
ら
し
き
君
王
よ
。（
四
章
）

前
半
四
章
は
文
王
の
豊
邑
造
営
を
う
た
う
が
、
全
体
に
祝
頌
の
方
が
主
で
あ
っ
て
、
豊
邑
の
情
景
や
行
動
の
描
写
は
必
要
最
小
限
で
あ
る
。
後
半
四
章
は
武
王

の
鎬
京
建
設
を
歌
う
が
、

　

豐
水
東
注
、
維
禹
之
績
。
四
方
攸
同
、
皇
王
維
辟
。
皇
王
烝
哉
。

豊
水
の
東
に
注
ぐ
は
、
禹
の
治
め
し
手
柄
。
四
方
の
諸
侯
も
集
ま
っ
て
、
君
王
こ
そ
は
彼
ら
の
君
主
。
す
ば
ら
し
き
君
王
よ
。　
（
五
章
）

鎬
京
辟
廱
、
自
西
自
東
、
自
南
自
北
、
無
思
不
服
。
皇
王
烝
哉
。
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鎬
京
の
辟
廱
に
は
、
西
か
ら
東
か
ら
、
南
か
ら
北
か
ら
、
慕
っ
て
服
し
な
い
諸
侯
は
な
い
。
す
ば
ら
し
き
君
王
よ
。（
六
章
）

考
卜
維
王
、
宅
是
鎬
京
。
維
龜
正
之
、
武
王
成
之
。
武
王
烝
哉
。

占
い
を
問
う
は
王
、
都
を
置
く
は
鎬
京
の
地
と
。
亀
甲
は
正
し
く
吉
凶
を
示
し
、
武
王
は
都
を
完
成
さ
せ
た
。
す
ば
ら
し
き
武
王
よ
。（
七
章
）

豐
水
有
芑
、
武
王
豈
不
仕
。
詒
厥
孫
謀
、
以
燕
翼
子
。
武
王
烝
哉
。

豊
水
の
ほ
と
り
は
草
深
き
も
、
武
王
は
事
業
を
行
っ
た
。
子
孫
に
そ
の
謀
が
及
び
、
子
へ
の
助
け
と
な
っ
た
。
す
ば
ら
し
き
武
王
よ
。（
八
章
）

と
、
禹
の
功
績
を
引
き
な
が
ら
鎬
京
を
完
成
さ
せ
諸
侯
が
四
方
か
ら
集
ま
る
様
子
を
う
た
い
、
祝
頌
の
方
が
主
で
あ
る
。
占
い
を
行
う
様
子
も
描
か
れ
る
が
、

行
動
を
必
要
最
小
限
の
描
写
で
い
う
だ
け
で
あ
る
。

　

一
方
で
文
武
に
関
す
る
具
体
的
な
情
景
描
写
が
見
え
る
詩
も
あ
る
。「
皇
矣
」
は
上
帝
が
下
界
を
照
臨
す
る
こ
と
か
ら
歌
い
出
す
が
、
二
章
で

作
之
屏
之
、
其
菑
其
翳
。
脩
之
平
之
、
其
灌
其
栵
。
啓
之
辟
之
、
其
檉
其
椐
。
攘
之
剔
之
、
其
棪
其
柘
。
帝
遷
明
德
、
串
夷
載
路
。
天
立
厥
配
、
受
命
既
固
。

切
り
払
い
取
り
除
く
は
、
立
ち
枯
れ
に
倒
れ
木
。
整
え
て
平
ら
に
す
る
は
、
灌
木
に
栵く

り

。
切
り
開
き
押
し
の
け
る
は
、
檉や
な
ぎ
に
椐
へ
び
の
き。
取
り
払
い
削
り

取
る
は
、
棪
や
ま
ぐ
わ 

に 

柘は
り
ぐ
わ。
上
帝
の
天
命
が
明
徳
の
人
に
遷
る
と
、
逃
げ
る
串
夷
は
道
に
溢
れ
た
。
天
は
文
王
に
配
偶
を
立
て
、
受
け
し
天
命
は
も
は
や
動
か
ぬ
。

と
、
列
挙
表
現
を
用
い
て
文
王
の
国
土
開
拓
の
さ
ま
を
い
い
、
三
章
で
は

帝
省
其
山
、
柞
棫
斯
拔
、
松
柏
斯
兌
。
帝
作
邦
作
對
、
自
大
伯
王
季
。
維
此
王
季
、
因
心
則
友
、
則
友
其
兄
、
則
篤
其
慶
、
載
錫
之
光
。
受
禄
無
喪
、
奄

有
四
方
。

上
帝
が
そ
の
山
を
見
れ
ば
、
ク
ヌ
ギ
も
棫
の
木
も
引
き
抜
か
れ
、
松
柏
の
林
は
道
が
通
じ
る
。
上
帝
が
国
を
興
し
代
々
伝
え
る
は
、
大
伯
・
王
季
の
時
か

ら
。
さ
て
も
こ
の
王
季
は
、
心
か
ら
友
愛
の
情
を
持
ち
、
そ
の
兄
に
友
愛
な
れ
ば
、
そ
の
天
慶
も
篤
く
、
光
栄
を
賜
っ
た
。
福
禄
を
受
け
て
失
わ
ず
、
四
方
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の
国
を
支
配
し
た
。

と
、
開
拓
の
完
成
を
大
伯
（
王
季
の
兄
）・
王
季
以
来
の
徳
と
し
て
た
た
え
、
後
半
か
ら
四
章
に
至
っ
て
王
季
の
徳
を
た
た
え
る
が
、
観
念
的
な
も
の
で
具
体

的
な
事
蹟
は
描
か
れ
な
い
。
五
章
・
六
章
で
は

帝
謂
文
王
、
無
然
畔
援
、
無
然
歆
羨
。
誕
先
登
于
岸
、
密
人
不
恭
、
敢
距
大
邦
、
侵
阮
徂
共
。
王
赫
斯
怒
、
爰
整
其
旅
、
以
按
徂
旅
、
以
篤
于
周
祜
、
以

對
于
天
下
。

上
帝
は
文
王
に
の
た
ま
う
、
人
心
を
叛
か
せ
て
は
な
ら
ぬ
、
欲
望
の
ま
ま
に
さ
せ
て
は
な
ら
ぬ
と
。
そ
こ
で
ま
ず
岸
に
登
れ
ば
、
密
の
人
は
恭
順
な
ら
ず
、

こ
の
大
国
を
受
け
入
れ
ず
、
阮
を
侵
略
し
共
へ
向
か
っ
て
い
る
。
王
は
か
く
て
激
怒
し
、
こ
こ
に
軍
旅
を
整
え
て
、
敵
の
行
軍
を
止
め
、
周
の
幸
い
を
篤
く

し
、
天
下
の
心
に
答
え
よ
う
と
し
た
。（
五
章
）

依
其
在
京
、
侵
自
阮
疆
。
陟
我
高
岡
、
無
矢
我
陵
。
我
陵
我
阿
、
無
飲
我
泉
。
我
泉
我
池
、
度
其
鮮
原
。
居
岐
之
陽
、
在
渭
之
將
、
萬
邦
之
方
、
下
民
之
王
。

文
王
は
安
ん
じ
て
都
に
い
る
間
に
、
周
軍
は
阮
の
境
を
侵
し
た
。
高
い
丘
に
登
っ
て
み
れ
ば
、
丘
に
は
布
陣
す
る
敵
兵
も
な
い
。
わ
が
丘
に
も
わ
が
阿く
ま

に

も
、
わ
が
泉
を
飲
む
者
も
な
い
。
わ
が
泉
と
わ
が
池
と
、
良
い
平
原
を
見
定
め
る
。
か
く
て
岐
山
の
南
、
渭
水
の
ほ
と
り
に
居
を
定
め
、
万
国
の
手
本
と
な

り
、
黎
民
の
王
と
な
っ
た
。（
六
章
）

密
と
の
戦
争
に
勝
利
し
て
新
都
を
定
め
た
事
蹟
が
描
か
れ
る
が
、
そ
の
情
景
描
写
は
二
章
や
「
生
民
」「
公
劉
」「
緜
」
に
比
べ
る
と
、
具
体
的
な
行
動
よ
り
も

圧
倒
的
な
勝
利
を
強
調
す
る
観
念
的
な
表
現
の
割
合
が
高
い
。
こ
の
詩
に
お
け
る
上
帝
や
先
王
は
文
王
に
幸
い
を
保
証
す
べ
き
神
的
存
在
で
あ
っ
て
、
そ
の
事

蹟
よ
り
も
徳
の
方
が
強
調
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
文
王
は
そ
の
徳
を
た
た
え
ら
れ
る
観
念
的
存
在
で
あ
り
な
が
ら
、
人
王
と
し
て
の
性
格
も
併

せ
持
っ
て
お
り
、
あ
る
程
度
の
具
体
的
事
蹟
も
語
ら
れ
る
。

　

ま
た
「
大
明
」
は
文
王
の
生
い
立
ち
か
ら
武
王
克
殷
ま
で
を
歌
う
が
、
一
〜
三
章
は
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明
明
在
下
、
赫
赫
在
上
。
天
難
忱
斯
、
不
易
維
王
。
天
位
殷
適
、
使
不
挾
四
方
。

天
は
明
る
く
下
に
臨
み
、輝
か
し
く
上
に
あ
る
。
天
意
は
信
じ
難
い
も
の
、易
か
ら
ざ
る
は
王
の
地
位
。
天
命
を
受
け
た
殷
王
も
、四
方
を
保
て
な
く
な
っ

た
。（
一
章
）

摯
仲
氏
任
、
自
彼
殷
商
、
來
嫁
于
周
、
曰
嬪
于
京
。
乃
及
王
季
、
維
德
之
行
、
大
任
有
身
、
生
此
文
王
。

摯
（
殷
の
諸
侯
国
の
名
）
の
仲
氏
任
は
、
か
の
殷
の
国
よ
り
、
周
に
嫁
し
来
た
り
、
都
で
妃
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
王
季
と
、
睦
ま
じ
く
徳
を
行
え
ば
、
大

任
は
身
ご
も
っ
て
、
こ
の
文
王
を
生
み
た
も
う
た
。（
二
章
）

維
此
文
王
、
小
心
翼
翼
。
昭
事
上
帝
、
聿
懷
多
福
。
厥
德
不
回
、
以
受
方
國
。

さ
て
も
こ
の
文
王
は
、
心
細
や
か
に
慎
み
深
い
。
上
帝
に
仕
え
る
こ
と
明
ら
か
に
、
多
く
幸
あ
ら
ん
こ
と
を
願
う
。
そ
の
徳
は
違た
が

う
こ
と
な
く
、
四
方
の

国
を
受
け
継
が
れ
た
。（
三
章
）

と
、
全
体
と
し
て
祝
頌
の
語
が
多
く
、
文
王
の
事
跡
に
関
し
て
具
体
的
な
描
写
は
乏
し
い
。
四
〜
六
章
で
は
文
王
が
妃
を
迎
え
、
生
ま
れ
た
武
王
に
克
殷
の
天

命
が
下
っ
た
こ
と
が
う
た
わ
れ
る
が
、
こ
れ
も
祝
頌
の
表
現
で
占
め
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
七
・
八
章
で
は
牧
野
の
戦
い
の
場
面
が
台
詞
や
修
飾
を
伴
っ
て
描
か

れ
る
。殷

商
之
旅
、
其
會
如
林
。
矢
于
牧
野
、
維
予
侯
興
、
上
帝
臨
女
、
無
貳
爾
心
。

殷
の
大
軍
は
、
林
の
よ
う
に
集
ま
っ
た
。
牧
野
で
誓
い
を
立
て
て
言
う
、
我
ら
こ
こ
に
興
ら
ん
、
上
帝
が
汝
ら
を
見
そ
な
わ
す
、
二
心
を
抱
い
て
は
な
ら

ぬ
と
。（
七
章
）

牧
野
洋
洋
、
檀
車
煌
煌
、
駟
騵
彭
彭
。
維
師
尚
父
、
時
維
鷹
揚
。
涼
彼
武
王
、
肆
伐
大
商
、
會
朝
清
明
。

牧
野
の
地
は
広
々
と
、
戦
車
は
輝
き
、
馬
は
勇
み
立
つ
。
軍
師
尚
父
（
太
公
望
）
は
、
鷹
の
よ
う
に
跳
び
上
が
る
。
輝
か
し
き
武
王
は
、
大
い
な
る
殷
を

打
ち
破
り
、
会
戦
の
朝
は
晴
れ
渡
っ
た
。（
八
章
）

－ 334 － － 335 －



『
詩
経
』
に
お
け
る
情
景
描
写
の
変
遷

一
五

　

武
王
克
殷
を
歌
う
詩
に
は
周
頌
「
武
」
も
あ
る
が
、

於
皇
武
王
、
無
競
維
烈
。
允
文
文
王
、
克
開
厥
後
。
嗣
武
受
之
、
勝
殷
遏
劉
、
耆
定
爾
功
。

あ
あ
皇お
お

い
な
る
武
王
、
そ
の
強
き
い
さ
お
し
よ
。
ま
こ
と
に
文
徳
あ
る
文
王
、
よ
く
そ
の
後
を
開
き
た
ま
う
。
そ
の
跡
を
継
い
で
受
け
、
殷
に
勝
利
し
て

滅
ぼ
し
、
そ
の
い
さ
お
し
は
定
ま
り
ぬ
。

と
、
武
王
克
殷
の
事
実
に
簡
単
に
触
れ
る
だ
け
で
、
具
体
的
な
戦
争
の
模
様
は
描
か
れ
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
文
王
・
武
王
を
歌
う
詩
は
部
分
的
に
情
景
描
写
は
見
え
る
も
の
の
、
后
稷
や
公
劉
に
比
べ
る
と
ま
と
ま
っ
た
物
語
を
な
し
て
い
る
と
は
言
い
難

い
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
文
王
や
武
王
の
事
蹟
は
、
大
雅
諸
篇
の
作
ら
れ
た
時
代
に
は
ま
だ
物
語
性
に
富
ん
だ｢

神
話｣

を
形
成
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
か
っ

た
と
い
え
る
。
春
秋
期
に
な
る
と
文
武
の
「
神
話
」
が
断
片
的
に
文
献
上
に
も
見
え
る
よ
う
に
な
る
。
た
と
え
ば
『
国
語
』
晋
語
四
に
見
え
る
、
胥
臣
が
晋
文

公
に
答
え
た
言
葉
は

臣
聞
昔
者
大
任
娠
文
王
不
變
、
少
溲
於
豕
牢
、
而
得
文
王
不
加
疾
焉
、
文
王
在
母
不
憂
、
在
傅
弗
勤
、
處
師
弗
煩
、
事
王
不
怒
、
孝
友
二
虢
、
而
惠
慈
二

蔡
、
刑
于
大
姒
、
比
於
諸
弟
、
詩
云
「
刑
于
寡
妻
、
至
于
兄
弟
、
以
御
于
家
邦
。」 

臣
聞
く 

昔む
か
し者 

大
任
は
文
王
を
娠は
ら

み
て
変
わ
ら
ず
、
豕
牢
に
少
溲
し
、
而
し
て
文
王
を
得
て
疾
を
加
え
ず
、
文
王
は
母
に
在
り
て
憂
え
し
め
ず
、
傅
に
在

り
て
勤
め
し
め
ず
、
師
に
処
し
て
煩
わ
し
め
ず
、
王
に
事
え
て
怒
ら
し
め
ず
、
二
虢
に
孝
友
に
し
て
、
而
し
て
二
蔡
に
惠
慈
し
、
大
姒
に
刑の
っ
とら
し
め
、
諸
弟

に
比し
た

し
む
。
詩
（
大
雅
「
思
斉
」）
に
云
う
「
寡
妻
に
刑の

っ
とり

、
兄
弟
に
至
り
、
以
っ
て
家
邦
を
御お

さ

む
」
と
。 

ま
た
『
左
伝
』
襄
公
三
十
一
年
の
北
宮
文
子
が
衛
侯
に
言
っ
た
言
葉
に
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富
山
大
学
人
文
学
部
紀
要

一
六

周
詩
曰
「
朋
友
攸
攝
、
攝
以
威
儀
。」
言
朋
友
之
道
、
必
相
教
訓
、
以
威
儀
也
。
周
書
數
文
王
之
德
曰
「
大
國
畏
其
力
、
小
國
懷
其
德
。」
言
畏
而
愛
之
也
。

詩
云
「
不
識
不
知
、
順
帝
之
則
。」
言
則
而
象
之
也
。
紂
囚
文
王
七
年
、
諸
侯
皆
從
之
囚
、
紂
於
是
懼
而
歸
之
、
可
謂
愛
之
。
文
王
伐
崇
、
再
駕
而
降
爲
臣
、

蠻
夷
帥
服
、
可
謂
畏
之
。
文
王
之
功
、
天
下
誦
而
歌
舞
之
、
可
謂
則
之
。
文
王
之
行
、
至
今
爲
法
、
可
謂
象
之
。
有
威
儀
也
。

周
詩
（
大
雅
「
既
酔
」）
に
曰
く
「
朋
友
の
摂た
だ

す
攸
、
摂
す
に
威
儀
を
以
っ
て
す
」
と
。
朋
友
の
道
は
、
必
ず
相
い
教
訓
す
る
に
、
威
儀
を
以
っ
て
す
る

を
言
う
な
り
。
周
書
に
文
王
の
徳
を
数
え
て
曰
く
「
大
国
は
其
の
力
を
畏
れ
、
小
国
は
其
の
徳
に
懐
く
」
と
。
畏
れ
て
之
を
愛
す
る
を
言
う
な
り
。
詩
（
大

雅
「
皇
矣
」）
に
云
う
「
識
ら
ず
知
ら
ず
、
帝
の
則
に
順
う
」
と
。
則
り
て
之
に
象か
た
どる
を
言
う
な
り
。
紂
は
文
王
を
囚
う
る
こ
と
七
年
、
諸
侯 

皆
な
之
に
従

い
て
囚
わ
れ
ん
と
し
、
紂 
是
に
於
い
て
懼
れ
て
之
を
帰
す
は
、
之
を
愛
す
と
謂
う
べ
し
。
文
王 

崇
を
伐
つ
に
、
再
駕
す
れ
ば
降く
だ

り
て
臣
と
為
り
、
蛮
夷 

帥ひ
き

い
服
す
る
は
、
之
を
畏
る
と
謂
う
べ
し
。
文
王
の
功
、
天
下 

誦
し
て
之
を
歌
舞
す
る
は
、
之
に
則
る
と
謂
う
べ
し
。
文
王
の
行
い
、
今
に
至
る
ま
で
法
と

為
る
は
、
之
に
象
る
と
謂
う
べ
し
。
威
儀
有
れ
ば
な
り
。

と
、『
詩
経
』
皇
矣
を
引
き
な
が
ら
、
そ
れ
に
文
王
幽
閉
や
崇
攻
略
の
具
体
的
な
事
蹟
を
、
四
言
を
主
と
し
た
整
っ
た
句
で
付
け
加
え
る
。
文
王
の
事
蹟
も
春

秋
期
に
は
「
神
話
化
」
さ
れ
て
い
た
が
、
も
は
や
新
た
な
雅
篇
は
作
ら
れ
ず
、
従
来
の
詩
を
引
き
な
が
ら
整
っ
た
句
で
「
文
王
神
話
」
を
語
る
。
し
か
し
こ
れ

ら
の
言
葉
は
登
場
人
物
の
行
動
を
必
要
最
小
限
し
か
描
か
ず
、「
生
民
」「
公
劉
」
な
ど
の
よ
う
な
情
景
描
写
に
は
乏
し
い
。
こ
こ
で
『
孟
子
』
梁
惠
王
上
の
、

孟
子
が
大
雅
「
霊
台
」
を
引
き
な
が
ら
文
王
の
事
蹟
を
語
る
一
段
を
見
て
み
よ
う
。

孟
子
見
梁
惠
王
。
王
立
於
沼
上
、
顧
鴻
雁
麋
鹿
、
曰
「
賢
者
亦
樂
此
乎
。」
孟
子
對
曰
「
賢
者
而
後
樂
此
。
不
賢
者
雖
有
此
不
樂
也
。
詩
云
『
經
始
靈
臺
、

經
之
營
之
。
庶
民
攻
之
、
不
日
成
之
。
經
始
勿
亟
、
庶
民
子
來
。
王
在
靈
囿
、
麀
鹿
攸
伏
。
麀
鹿
濯
濯
、
白
鳥
鶴
鶴
。
王
在
靈
沼
、
於
牣
魚
躍
。』
文
王
以

民
力
爲
臺
爲
沼
。
而
民
歡
樂
之
、
謂
其
臺
曰
靈
臺
、
謂
其
沼
曰
靈
沼
、
樂
其
有
麋
鹿
魚
鼈
。
古
之
人
與
民
偕
樂
、
故
能
樂
也
。
湯
誓
曰
『
時
日
害
喪
、
予
及

女
皆
亡
。』
民
欲
與
之
皆
亡
、
雖
有
臺
池
鳥
獸
、
豈
能
獨
樂
哉
。」
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『
詩
経
』
に
お
け
る
情
景
描
写
の
変
遷

一
七

孟
子 

梁
の
恵
王
に
見
ゆ
。
王 

沼
の
上ほ
と
りに
立
ち
、
鴻
雁
麋
鹿
を
顧
み
て
、
曰
く
「
賢
者
も
亦
た
此
を
楽
し
む
か
」
と
。
孟
子 

対
え
て
曰
く
「
賢
者
に
し
て

後
に
此
を
楽
し
む
。
賢
な
ら
ざ
る
者
は
此
有
り
と
雖
も
楽
し
ま
ざ
る
な
り
。
詩
（
大
雅
「
霊
台
」）
に
云
う
『
霊
台
を
経
始
し
、
之
を
経
し
之
を
営
す
。
庶

民 
之
を
攻お
さ

め
、
日
な
ら
ず
し
て
之
を
成
す
。
経
始 

亟す
み
やか
に
す
る
勿
き
も
、
庶
民 

子
の
ご
と
く
来
た
る
。
王
は
霊
囿
に
在
り
、
麀
鹿
の
伏
す
攸と
こ
ろ。
麀
鹿 

濯
濯

た
り
、
白
鳥 
鶴
鶴
た
り
。
王
は
霊
沼
に
在
り
、
於あ
あ 

牣み

ち
て
魚
躍
る
』
と
。
文
王 

民
の
力
を
以
っ
て
台
を
為つ
く

り
沼
を
為
る
。
而
る
に
民 

之
を
歓
楽
し
、
其
の

台
を
謂
い
て
霊
台
と
曰
い
、
其
の
沼
を
謂
い
て
霊
沼
と
曰
い
、
其
の
麋
鹿
魚
鼈
有
る
を
楽
し
む
な
り
。
古
の
人
は
民
と
偕と
も

に
楽
し
む
、
故
に
能
く
楽
し
む
な

り
。（『
尚
書
』）
湯
誓
に
曰
く
『
時こ

の
日 

害い
つ

か
喪ほ
ろ

ぶ
、
予 

女
と
皆と
も

に
亡
び
ん
』
と
。
民 

之
と
皆
に
亡
び
ん
と
欲
す
れ
ば
、
台
池
鳥
獣
有
り
と
雖
も
、
豈
に

能
く
独
り
楽
し
ま
ん
や
」
と
。

　

梁
の
恵
王
が
狩
り
の
た
め
の
沼
地
に
孟
子
を
招
い
た
場
面
で
あ
る
が
、
冒
頭
の
沼
地
そ
の
も
の
の
描
写
は
や
は
り
必
要
最
小
限
で
あ
る
。
引
用
さ
れ
て
い
る

詩
で
は
獲
物
の
立
派
さ
や
沼
地
の
豊
か
さ
を
形
容
す
る
表
現
が
見
ら
れ
る
が
、『
孟
子
』
自
体
に
は
そ
れ
が
無
い
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。『
詩
経
』
の
よ

う
な
韻
文
で
は
形
容
詞
に
よ
る
風
景
描
写
も
行
わ
れ
る
が
、
散
文
は
専
ら
状
況
や
行
動
の
説
明
の
た
め
の
も
の
で
あ
っ
て
、
話
の
本
筋
に
必
要
の
な
い
、
修
飾

を
伴
う
風
景
描
写
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
「
霊
台
」
は
『
孟
子
』
で
は
文
王
の
事
蹟
を
歌
っ
た
も
の
と
さ
れ
、
詩
序
で
も
「
民
始
附
也
。
文
王
受
命
、
而
民
樂
其
有
靈
德
、
以
及
鳥
獸
昆
蟲
焉
。（
民
始

め
て
附
す
る
な
り
。
文
王 

命
を
受
け
、
而
し
て
民
は
其
の
霊
徳
有
り
て
、
以
っ
て
鳥
獣
昆
虫
に
及
ぶ
を
楽
し
む
。）」
と
云
う
が
、
詩
の
中
で
は
王
の
名
は
明

示
さ
れ
な
い
。「
生
民
」「
公
劉
」「
皇
矣
」
な
ど
の
特
定
の
王
を
た
た
え
る
開
国
叙
事
詩
と
は
性
格
の
異
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
り
わ
け
霊
囿
の
動
物
の
豊

饒
さ
を
描
く
表
現
は
、
周
と
通
婚
し
た
諸
侯
で
あ
っ
た
韓
を
た
た
え
る
「
韓
奕
」
五
章
の

孔
樂
韓
土
、
川
澤
訏
訏
、
魴
鱮
甫
甫
、
麀
鹿
噳
噳
、
有
熊
有
羆
、
有
貓
有
虎
、
慶
既
令
居
、
韓
姞
燕
譽
。

韓
は
な
ん
と
楽
し
い
こ
と
よ
、
川
や
沼
地
は
広
大
で
、
平
魚
も
し
た
め
も
よ
く
肥
え
て
、
牡
鹿
や
牝
鹿
が
群
れ
集
い
、
熊
も
あ
り
ヒ
グ
マ
も
あ
り
、
猫
も

あ
り
虎
も
あ
り
、
お
祝
い
し
て
こ
こ
に
住
ま
わ
せ
、
宴
を
し
て
夫
の
覚
え
も
め
で
た
い
。
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要

一
八

や
、
狩
猟
を
歌
う
小
雅
「
吉
日
」
二
・
三
章

吉
日
庚
午
、
既
差
我
馬
。
獸
之
所
同
、
麀
鹿
麌
麌
。
漆
沮
之
從
、
天
子
之
所
。

吉
日
は
庚
午
の
日
、
揃
い
の
馬
が
選
ば
れ
た
。
獣
の
集
ま
る
と
こ
ろ
に
は
、
牝
鹿
と
牡
鹿
が
群
れ
集
う
。
漆
と
沮
の
川
か
ら
、
天
子
の
所
へ
追
い
立
て
る
。

（
二
章
）

瞻
彼
中
原
、
其
祁
孔
有
。
儦
儦
俟
俟
、
或
群
或
友
。
悉
率
左
右
、
以
燕
天
子
。

か
の
平
原
を
見
れ
ば
、
た
く
さ
ん
の
獣
が
い
る
。
身
軽
に
駆
け
る
も
そ
ろ
そ
ろ
行
く
も
、
群
れ
な
す
も
の
も
連
れ
立
つ
も
の
も
。
左
右
の
臣
を
皆
引
き
連

れ
て
、
天
子
に
狩
り
を
楽
し
ま
せ
る
。（
三
章
）

と
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
詩
は
特
定
の
人
物
に
つ
い
て
の
叙
事
で
は
な
く
、
周
王
、
あ
る
い
は
韓
侯
で
あ
れ
ば
誰
で
あ
っ
て
も
通
じ
う
る
も
の
で
あ

る
。
王
者
た
る
者
の
あ
る
べ
き
姿
、
あ
る
い
は
願
望
を
示
し
た
も
の
と
も
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

四

　

周
頌
「
思
文
」「
天
作
」「
武
」
な
ど
の
よ
う
な
純
粋
な
祝
頌
詩
に
は
情
景
描
写
が
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
「
生
民
」「
公
劉
」「
綿
」
の
よ
う
な
ま
と

ま
っ
た
物
語
を
歌
う
詩
の
場
合
に
は
、
そ
の
背
景
と
し
て
鋪
陳
表
現
や
形
容
詞
を
用
い
た
情
景
描
写
が
現
わ
れ
る
。
周
頌
で
も
農
事
や
祭
祀
の
様
子
を
詳
し
く

描
写
し
た
作
品
は
存
在
す
る
か
ら
、
情
景
描
写
の
有
無
は
単
純
に
時
代
の
先
後
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
歌
わ
れ
る
場
面
の
違
い
に
由
来
す
る
と
見
る
の
が

妥
当
で
あ
ろ
う
。

　

周
の
先
王
を
歌
う
「
生
民
」「
公
劉
」「
綿
」
は
、「
文
王
」
の
よ
う
な
作
品
に
比
べ
る
と
、
説
明
的
な
描
写
で
故
事
を
歌
う
。
す
な
わ
ち
故
事
を
知
ら
な
い
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『
詩
経
』
に
お
け
る
情
景
描
写
の
変
遷

一
九

者
に
対
し
て
教
え
諭
す
よ
う
な
口
ぶ
り
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
作
品
に
は
帝
王
学
の
教
材
と
し
て
の
用
途
も
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
『
国
語
』
楚
語
上
に
荘
王
か
ら
太
子
箴
の
教
育
係
に
任
ぜ
ら
れ
た
士
亹
が
申
叔
時
に
帝
王
学
の
要
諦
を
尋
ね
る
話
が
あ
り
、
申
叔
時
は
次
の
よ
う
に
答
え
て

い
る
。教

之
春
秋
、
而
爲
之
聳
善
而
抑
惡
焉
、
以
戒
勸
其
心
。
教
之
世
、
而
爲
之
昭
明
德
而
廢
幽
昏
焉
、
以
休
懼
其
動
。
教
之
詩
、
而
爲
之
導
廣
顯
德
、
以
耀
明

其
志
。
教
之
禮
、
使
知
上
下
之
則
。
教
之
樂
、
以
疏
其
穢
而
鎮
其
浮
、
教
之
令
、
使
訪
物
官
。
教
之
語
、
使
明
其
德
、
而
知
先
王
之
務
用
明
德
於
民
也
。
教

之
故
志
、
使
知
廢
興
者
而
戒
懼
焉
。
教
之
訓
典
、
使
知
族
類
、
行
比
義
焉
。

之
に
春
秋
を
教
え
、
而
し
て
之
が
為
に
善
を
聳す
す

め
て
悪
を
抑
え
、
以
っ
て
其
の
心
を
戒
勧
せ
し
む
。
之
に
世
（
先
王
の
系
譜
）
を
教
え
、
而
し
て
之
が
為

に
明
徳
を
昭
か
に
し
て
幽
昏
を
廃
し
、
以
っ
て
其
の
動お
こ
ない
を
休
懼
せ
し
む
。
之
に
詩
を
教
え
、
而
し
て
之
が
為
に
顕
徳
を
導
き
広
め
、
以
っ
て
其
の
志
を
耀

明
せ
し
む
。
之
に
礼
を
教
え
、
上
下
の
則
を
知
ら
し
む
。
之
に
楽
を
教
え
、
以
っ
て
其
の
穢
れ
を
疏
に
し
て
其
の
浮
を
鎮
め
、
之
に
令
（
法
令
）
を
教
え
、

物
官
を
訪は
か

ら
し
む
（
百
官
の
事
業
を
測
り
知
ら
せ
る
）。
之
に
語
（
先
王
の
言
葉
の
記
録
）
を
教
え
、
其
の
徳
を
明
か
に
し
、
而
し
て
先
王
の
務
を
知
り
用
っ

て
徳
を
民
に
明
か
に
せ
し
む
る
な
り
。
之
に
故ヽ
志ヽ
を
教
え
、
廃
興
す
る
者
を
知
り
て
戒
懼
せ
し
む
。
之
に
訓
典
（
古
え
の
帝
王
の
書
）
を
教
え
、
族
類
を
知

り
、
比
義
を
行
わ
し
む
。

「
詩
」
を
先
王
の
徳
を
広
く
し
志
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
と
し
て
挙
げ
て
い
る
が
、
他
に
「
故
志
」
を
教
え
て
興
廃
を
知
り
戒
め
と
さ
せ
る
と
も
説
い
て
い
る
。

故
志
は
韋
昭
注
に
「
謂
所
記
前
世
成
敗
之
書
（
前
世
の
成
敗
を
記
す
所
の
書
を
謂
う
）」
と
言
い
、
史
書
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
が
、『
詩
経
』
の
開
国
叙
事
詩
も

こ
れ
と
同
じ
役
割
を
担
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
西
周
期
の
周
王
朝
に
お
け
る
帝
王
学
が
楚
国
の
も
の
と
全
く
同
様
で
あ
っ
た
と
は
限
ら
な
い
が
、
周
祖
文

王
の
徳
を
た
た
え
る
詩
と
と
も
に
、
遥
か
上
古
の
誰
も
そ
の
現
実
を
知
ら
な
い
時
代
の
先
王
に
つ
い
て
は
、
そ
の
物
語
を
詳
細
に
描
い
た
詩
を
用
い
て
い
た
可

能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

で
は
大
雅
「
韓
奕
」
の
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
韓
侯
の
周
王
朝
と
の
通
婚
は
、
周
人
に
と
っ
て
の
文
王
や
武
王
の
故
事
と
同
様
、
遥
か
古
代
の
話
で
は

－ 330 －



富
山
大
学
人
文
学
部
紀
要

二
〇

な
く
現
実
性
を
感
じ
ら
れ
る
時
代
の
話
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、文
武
を
た
た
え
る
詩
と
は
異
な
り
、豊
か
な
情
景
描
写
が
見
ら
れ
る
。「
韓
奕
」

は
韓
氏
に
代
々
伝
わ
る
も
の
と
さ
れ
る
詩
で
あ
り 

７
、
韓
氏
に
と
っ
て
は
周
と
の
通
婚
を
ま
と
ま
っ
た
物
語
に
仕
立
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
神
話
化
」
し
て
顕

彰
し
、
帝
王
学
の
一
環
と
し
て
伝
え
て
い
こ
う
と
す
る
意
図
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
二
章
で
周
か
ら
贈
ら
れ
た
引
出
物
の
名
を
列
挙
し
、
三
章
で
周
か
ら

の
餞
別
の
宴
の
様
子
を
詳
細
に
描
い
て
い
る
の
も
、
そ
の
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
こ
の
詩
は
恐
ら
く
「
生
民
」
や
「
公
劉
」
な
ど
の
叙
事
詩
が
成
立
し
て
以

後
に
、
そ
れ
ら
の
表
現
技
法
を
取
り
込
ん
で
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
附
記　

本
論
文
は
二
〇
一
四
年
八
月
に
中
国
河
北
省
石
家
荘
市
に
て
開
催
さ
れ
た
「
第
十
一
届
詩
経
国
際
学
術
検
討
会
」
で
の
口
頭
発
表
「
試
論
《
詩
經
》
景

物
描
寫
的
演
變
」
を
も
と
に
若
干
の
加
筆
修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
本
論
文
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
（
課
題
番
号25370396

）
の
助
成
を
受
け
た
研

究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

注１　
「
儘
管
《
詩
經
》
時
代
距
離
山
水
詩
的
成
熟
時
期
還
很
遙
遠
、
可
是
從
《
詩
經
》
中
反
映
出
來
的
山
水
觀
，
以
及
詩
人
對
山
水
景
物
的
描
述
，
或
許
能
夠
探
索
出
於
後
世
山
水

使
得
一
些
淵
源
關
係
。」（
王
国
瓔
『
中
国
山
水
詩
研
究
』
中
華
書
局
、
二
〇
〇
七
年
（
原
著
台
湾
聯
經
出
版
事
業
公
司
、
一
九
八
六
年
）、
一
一
頁
）

２　

小
尾
郊
一
『
中
国
文
学
に
お
け
る
自
然
と
自
然
観
』、
岩
波
書
店
、
一
九
六
二
年
、
一
〜
二
頁
。

３　
『
晋
陽
学
刊
』
二
〇
一
四
年
第
三
期
、
四
〇
〜
四
五
頁
。

４　

白
川
静
『
詩
経
研
究
』、
朋
友
書
店
、
一
九
八
一
年
、
五
五
三
頁
。

５　

こ
れ
に
関
す
る
詳
細
は
拙
稿
「
論
《
詩
經
》
中
的
禹
」（『
詩
経
研
究
叢
刊
』
第
三
輯
、
二
〇
〇
二
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

６　

こ
れ
に
関
す
る
詳
細
は
拙
稿
「《
詩
經
》
叙
事
詩
的
空
間
認
識
」（『
詩
経
研
究
叢
刊
』
第
十
七
輯
、
二
〇
〇
九
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

７　

白
川
静
『
詩
経
研
究
』（
前
掲
、
五
八
三
〜
五
八
四
頁
）
や
境
武
男
『
詩
経
全
釈
』（
汲
古
書
院
、
一
九
八
四
年
、
七
三
一
頁
）
が
こ
の
説
を
採
る
。
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